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１．まえがき１．まえがき１．まえがき１．まえがき    

  和田島頭首工（静岡県興津川）は, ３段のステージを有するカスケード式頭首工として

施工された｡ 各ステージの流況は河川流量が増大するのに伴い常流から射流へと変化する。

ここで各ステージの流況は，下流の河床低下や局所洗掘の防止の観点からなるべく常流状

態に保つことが望ましい。一方，その流況は水クッション部を有する下流護床工の構造の

影響を大きく受けていることも明らかになっている１）。本研究は，前報２）に引き続き，下

流護床工の設置条件を変えて，それに伴う水クッションの体積が各ステージの流況に与え

る効果について検討したものである。 

２．水理模型実験装置および実験方法２．水理模型実験装置および実験方法２．水理模型実験装置および実験方法２．水理模型実験装置および実験方法    

実験装置は，水路幅を 200mm，縦断方向および鉛直方向の縮尺はフルードの相似則によ
り 1/10 とし，水路側壁にはアクリル板を使用し，水路底床，段落斜面，デフレクターおよ
び下流護床工はベニヤ製とした。 実験装置主要部の水理諸元は Fig.1に示すとおりである。 
下流護床工は，Fig.2 に示すように，水クッション部の護床工Ａと段上がり後の水平部で

ある護床工Ｂからなる。実験条件は，護床工Ｂの高さを 40mm，60mm（原型相当），80mm
に変え，それぞれについて護床工Ｂの位置を上下流へ移動させ，ステージ体積と水クッシ

ョン体積との比を Table 1 に示
すように５通りに変化させた。 

実験は，実験条件ごとに，実

験流量を流下させ，流量を徐々

に増加させていき, 各ステージ

の流況が常流から射流へと移行

したときの流量を測定した。 
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Fig.2 An Outline of Test Conditions



 

 

流況の変化の判断は目視によ       Table 1  The Test Conditions  
り行ったが，水クッション内の

流況を把握するため, 適宜, 水

クッション部の写真撮影ならび

にポイントゲージによる水面形

の記録を行った。 

３．実験結果および考察３．実験結果および考察３．実験結果および考察３．実験結果および考察    

 Fig.3 に各ステージが常流か
ら射流へ移行するときの流量

(原型換算)と体積比との関係を

示す。第１, 第２ステージは, 実

験条件に関係なく同様の値と傾

向を示したので, 護床工Ｂの高

さが 60mm の場合のみ図示した。

図より第 1 ，第２ステージは体

積比に関わらず一定の流量で射

流へ移行しており，第３ステー

ジのみが下流護床工の影響を受

けているといえる。第３ステー

ジが射流へ移行する流量は護床工Ｂの高さが 40mm の場合は体積比に関わらずほぼ一定で
あり，60mm の場合は体積比が 1:1.0 までは増加し，それ以上では一定の値を示した。80mm

の場合，全体的に大きな流量を示し次第に増加していることがわかる。 

 それぞれの流況をみると，40mm，60mm では水クッション部で跳水が発生し減勢が行わ
れている。一方，80mm の場合には流下水脈は流量の増加に伴い水クッション内へ潜り込

まなくなり, 第３ステージが射流へと移行する流量よりも小さい流量で，跳水を生じるこ

となく減勢されずに高速流のまま流下するようになる。 

以上の結果ならびに流況の観察から，減勢効果，堤体の耐磨耗性，施工費用の面におい

て有利な下流護床工の配置は，護床工Ａの長さを変えても跳水の発生位置がほぼ一定であ

り，跳水の渦が護床工Ｂに及ばない，護床工の高さ 60mm で体積比が 1：1.25～1.5 である
との知見を得た。 

４．あとがき４．あとがき４．あとがき４．あとがき    

 本実験では,護床工Ａから第 3 ステージデフレクター天端にいたる段落高さを 100mm で
行ったが,汎用化にあたっては，段落高さに関する検討も必要である。カスケード式頭首工

は利水や治水といった本来の目的に加え、維持管理が容易で河川環境保全や親水面で非常

に優れているといるという特徴を有しており、今後様々な河川条件下での応用が望まれる。 
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